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《本号の表紙絵》

富士川渉先生の奇習

この絵はがきは、古河の川島恂二先生

からいただいたもので、昭和40年(1965)

に第62回日本精神神経学会総会が広島で

開かれた際、会長の小沼十寸穂広大教授

が画かれた作品である｡この年、芸州出

身の呉秀三、富士川淋両先生生誕百周年

に当り、記念品として画かれたなかの，

枚である。“富士川先生講義中の奇習を

当時教え子たりし小沼が、略々40年後の

今日億起して模した”とコメントされて

いる。昭和の初期、富士川先生は慶応で

も講義をされたのかと、『昭和12年度

版・日本医籍録』の慶応義塾大学医学部

の頁をみると、教員スタッフの中に、医

史・講師富士川勝（医博．文博）とで

ている。10年も教鞭をとられたわけであ

る。勿論、今日の慶医同窓会・三四会の

会員名簿にお名前だけは収載されてい

る。

なお、この図は寺畑喜朔編の『絵葉書

で辿る日本近代医学史』（思文閣出版）

に収載されている。

（中西淳朗）
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